
P2-026
便より検出されたカルバペネム高度耐性 Pseudomonas
alcaligenes
○小野 恵美，桑原 京子，菱沼 知美，大城 聡，多田 達哉，遠矢 真理，切
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Carbapenem-highly-resistant Pseudomonas alcaligenes that
obtained from stool sample
○Emi Ono, Kyoko Kuwahara, Tomomi Hishinuma, Satoshi Oshiro, Tatsuya
Tada, Mari Tohya, Teruo Kirikae (Dept. Microbiol. Juntendo Univ. Sch. Med.)

Pseudomonas alcaligenes は，石油の分解に関する分野で研究されて
いるグラム陰性ブドウ糖非発酵菌であるが，臓器移植後のカテーテル
関連感染性心内膜炎や早産児の院内感染による血流感染などの報告例
もある。今回，健康成人の糞便よりカルバペネムに高度耐性を示す P.
alcaligenes が分離されたので報告する。
【方法】菌の分離は CRE-JU スクリーニング培地，同定は MALDI

Biotyper システム（Bruker Daltonics），薬剤感受性試験は CLSI に準
拠し微量液体希釈法で行った。カルバペネマーゼは CIMTrisII，SMA
ディスクで，ゲノムシークエンスは MiSeq，MinION（Oxford
Nanopore）で行った。

【結果】菌スコアーは 2.19 で P. alcaligenes であり，P. alcaligenes type
株との 16Sr RNA 塩基配列，ANI 値，DDH 値の相同性は 99.9% ,
97.2% , 85% であった。薬剤感受性試験では，DRPM 128μg/mL，IPM
128μg/mL，MEPM 256μg/mL，カルバペネマーゼ陽性だった。ゲノ
ムシークエンスでは，プラスミド上に IMP-1 が検出され，その周辺構
造は，tinA-tinB-tinQ-tinC-aac(6’)Ib-blaIMP-1-fosE-int1 であった。

【結語】プラスミド性の IMP-1 を保有するカルバペネム高度耐性 P.
alcaligenes が分離された。本菌を潜在的に腸管内に保菌している場
合，グラム陰性桿菌のカルバペネム耐性を引き起こす可能性があるこ
とが示唆された。
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Multiplex-PCR を用いた腸管外病原性大腸菌の同定と解析
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Development of triple multiplex PCR, and characterization of
E.coli isolates from blood and feces
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【目的】腸管外病原性大腸菌（ExPEC）は，尿路感染症，敗血症や小
児髄膜炎を引き起こすが，アドヘシン，鉄獲得系，毒素といった病原
因子を染色体やプラスミド上にコードしている。これまで，
multiplex-PCR（mPCR）を用いて病原因子の重要性について論ずる報
告が数多くされている。今回，これまで報告がある病原因子を，新旧
の報告を含めて選別し，一括検出できる mPCR 系を構築し，実際の臨
床検体に適用した結果を報告する。また，臨床検体の抗生物質耐性，
系統発生学的解析も同時に行い，解析結果を報告する。

【方法】ExPEC 病原因子候補検出と系統発生学的解析用計 28 遺伝子に
関し，新旧プライマーを用い，100bp-1200bp までを増幅する 3 セッ
トプライマーを構築した。抗生物質感受性試験は，CLSI（M100-S23）
に従った各施設の方法に従った。

【結果と考察】下痢症患者由来大腸菌と敗血症患者由来大腸菌それぞれ
約 200 株について，病原因子遺伝子の保有率，抗生物質耐性について
検討し，系統発生学的解析も行った。下痢症患者由来大腸菌と敗血症
患者由来大腸菌の保有する病原因子遺伝子を比較したところ，cnf1,
sat に関して腸管由来大腸菌より敗血症由来大腸菌において保有比率
が高く，ETTR に関してはその逆の結果となった。また，腸管由来大
腸菌と敗血症患者由来大腸菌，いずれの場合も系統発生学的解析によ
り得られた病原性では，B2 が多く，D, A, B1 の順に多かった。抗生物
質耐性の結果は，いずれの場合も似たパターンを示し，ペニシリン系
抗生物質，第一から第三セフェム系抗生物質に耐性を示す菌株が見ら
れた。

P2-028
Draft genome sequences of two strains of Streptococcus
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救急救命）

○Takane Kikuchi-Ueda1, Ryuichi Fujisaki2, Tsuneyuki Ubagai1, Satoshi
Nishida1, Shigeru Tansho-Nagakawa1, Yoshinori Sato1, Yasuo Ono1 (1Dept.
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【背景】細菌感染により惹起される急性感染性電撃紫斑病（Acute
Infectious Purpura Fulminans: AIPF）は，短時間で DIC を起し，末梢
に紫斑を形成し皮膚・筋肉壊死へと進行する予後不良の疾患である。
起因菌には肺炎球菌や溶血性レンサ球菌が報告されているが，本病態
に関わる病原因子はまだ不明である。
【目的】劇症型の AIPF 患者より分離された肺炎球菌株（Purpura

Fulminans: PF 株）の全ゲノム解析を行い，分離株の特徴と病因因子
の同定を目的とする。
【方法】帝京大学附属病院で電撃紫斑病発症患者 2 名の血液培養から
分離・同定された肺炎球菌（PF）2 株の全ゲノムについてショート
リードを Illumina，ロングリードを Nanopore を用いて全長の解読を
行った。
【結果】解析した 2 株は，それぞれ 2,055,027 base（PF1），2,050,376

base（PF2）であった。Serotypes について行った PCR の結果は，PF1
が cps 6A/6B/6C/6D であり，PF2 が 19A であった。現在，ゲノムの
詳細な解析を行っているところである。
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大阪のヌートリアにおけるレプトスピラ浸潤状況調査

○村田 亮1，森本 大貴1，内田 郁夫1，浅川 満彦1，鳥居 春己2，高野 彩子2
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Isolation of Leptospira from Nutria in Osaka, Japan
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【背景と目的】レプトスピラ症は病原性レプトスピラの感染によって起
こる人獣共通感染症であり，保菌げっ歯目などの尿を介して様々な哺
乳類に伝播する。ヌートリアは南米原産の半水棲のげっ歯目であり，
特定外来生物に指定されているが，西日本を中心に増加傾向にある。
我々はヌートリアがその生態学的特徴からレプトスピラの媒介に関与
している可能性があると考え，個体数削減の重要性をより明確にする
ことを目的として浸潤状況を調査した。
【材料と方法】2017 年 8 月から 2019 年 9 月にかけて淀川，八尾市調
整池，桂川の 3 か所で捕獲されたヌートリアを対象とした。尿，腎臓
および淀川と八尾市調整池で採取した河川水を用いて，EMJH 培地に
よる菌分離を試みた。病原性レプトスピラが保有する鞭毛関連遺伝子
flaB を標的として Nested PCR を実施した。顕微鏡下凝集試験

（MAT）によって，9 種の血清型に対する抗体保有率を明らかにした。
分離されたスピロヘータは，ウサギ免疫血清を用いた MAT による血
清型別に加え，各種遺伝子のシークエンス解析等，詳細な遺伝学的解
析を実施した。
【結果と考察】血清型 Hebdomadis，Autumnalis および Australis に対
して MAT 陽性となり，特に血清型 Hebdomadis に対する抗体保有率
が高かった。5 検体の尿で flaB の増幅が確認され，さらに尿，腎臓の
培養の結果，Leptospira interrogans 血清型 Hebdomadis が 1 株，血
清型 Australis が 2 株が分離された。実際にヌートリアが病原性レプ
トスピラを保有していることが明らかとなったことから，個体数削減
に向けて防除体制を強化する必要があると考えられる。
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